
令和８年度第１回市民と議会のつどい（議会報告会）実施報告書 

開 催 日 時 令和８年５月２３日（土） 午後１時３０分 ～ ３時３０分 

開 催 場 所 東部交流会館 多目的ホール 

担 当 議 員 

班代表者 森本 隆 

司 会 者 山﨑 光祐 

報 告 者 大角 久典 

記 録 者 谷口 英子・草水 基成 

班    員 
（上記以外） 

野田 えり・倉 克伊 

参 加 人 数 １７人 

主 な 質 疑 

・ 意 見 等 

Ｑ：資料によると水道会計の予算が６６．７％増との予算だが理由は。 

Ａ：山城浄水場の更新工事に１８億５，５００万を計上。 

今後も続いて吐師、加茂と浄水場の更新工事が続く。 

 

Ｑ：市民の生活が大変な時に水道料金値上げは不適当。減免している自治

体もたくさんある。 

Ａ：水道料金は２０１２年から据え置きだった。給水原価（水を作るため

の費用）と供給単価（売値）に開きがあり、赤字が続いていた。持続可

能な水道事業のために１５％の値上げを実施した。水道料金審議会も了

解した。 

 

Ｑ：小学校給食の無償化をしていないのは府下で木津川市と京田辺市のみ

だ。なぜしないのか。 

Ａ：国からの補助は５，２００円。これに対して小学校の給食費は５，７

００円。差額の５００円をご負担いただくが、以前より大幅に減免され

ている。木津川市は物価高騰対策としては全ての市民に一人当たり６，

０００円の現金給付をしており、支援の方法は自治体によって違う。 

 

Ｑ：予算は単年度で作成されているが、中期的な視点もあるのか。また、

事業の進捗の評価などは議会でしているか。 

Ａ：総合計画の年次評価は HP で公開。基本計画は 5 年おきに見直し。都

市計画マスタープランも総合計画を元にしている。議会としての進捗評

価はしていないが、一般質問や会派の代表質問で取り上げている。また、

第三者と言う意味では行財政改革推進委員会も評価をしている。予算・

決算特別委員会の都度行っている。監査制度もチェック機能を果たして

いる。 

 

Ｑ：難聴の高齢者に補聴器購入の補助をして欲しい。精華町は２万円の補

助。 



Ａ：３月議会で質問していた議員もいる。議会としても必要性は共有され

ていると思う。 

 

Ｑ：高齢者のきのつバス料金を半額の１００円にできないか。 

Ａ：コミュニティバスに対する補助金は毎年膨大。利用率とのギャップも

悩みだが、より利用されるために減免することも検討課題。 

 

Ｑ：ごみ袋の有料化が決定される前には多くの議論があり、最終的にはご

みを減らすために有料化された。しかし、肝心のごみは減らせていない。

ごみ袋の収益を積み上げている基金が貯まるばかりだ。なぜ値下げしな

いのか。 

Ａ：有料化した当時は減ったが、その後コロナなどの影響もありごみが減

らせていないのは事実。ただ、ごみの減量は取り組み方で成果が出るか

もしれないと思う。向日市がごみの減量を達成していると報道であっ

た。 

 

Ｑ：缶や瓶の中間処理の委託料の原資として基金を使う決定がされた。本

来一般財源で実施されていた事業を条例も変えずに基金を使っての事

業に変えるのは納得できない。税金の二重取りではないか。 

Ａ：循環型社会推進基金条例に基金は「ごみ減量」のために使うとある。

中間処理事業では、発砲トレーや缶瓶、容器包装などをリサイクルの循

環に載せているので、条例の趣旨に反していない、焼却ごみを減らして

いると判断して賛成した。ただ、基金のあり方、条例については再び議

論すべき時期に来ていると思う。 

 

Ｑ：小中学校の体育館の空調だが、災害時に強いガスヒートポンプシステ

ムで実施すべきと考えるが。学校教室のⅭＯ2 濃度の集中管理をしてい

る自治体もあるが、取り組まないのか。 

Ａ：小学校は電気システム、中学校はガスヒーポンを導入。それぞれメリ

ットデメリットがある。電気は導入時のコストが安い。ガスは災害に強

いが、ガス協会と契約する必要がることや、初期費用が高くつくなどの

欠点がある。 

Ａ：教室の空調ⅭＯ2 管理の話も大切だが、今はタブレット学習の導入も

あり、情報通信のネットワークのセキュリティやクラウド化が一層重要

になっている。こちらを優先的に取り組んでいる。 

 

Ｑ：ハラスメント研修はしているのか。 

Ａ：昨年、全議員研修で人権研修を実施した。令和６年度にはオンライン

でコンプライアンス研修をし、その中でハラスメントについても学ん

だ。自治体によってはハラスメント防止条例を作っている。議員対議員、

議員対職員、市長対議員などの関係性も含めた内容の条例などもある。

ハラスメントのない議会を目指したい。 

 

Ｑ：議会基本条例の会派ごとの検証結果が HP に掲載されている。今後引

き続き審議されるのか。 



Ａ：会派から一人ずつ議会運営委員会に出席しており、定期的に見直し作

業をしている。委員会ごとに毎年研修に行っている。最近ではオンライ

ン委員会の導入などの成果につながっている。 

 

Ｑ：木津駅東の開発がなかなか進まない。予算がついているのは嬉しいが、

まちづくりの中でどう生かしていくのかが見えない。 

Ａ：木津駅東は送迎の車で朝夕に渋滞が起こっているので、これを緩和す

るために道幅を広げたり新たに道を作ったりする。まちづくりは道づく

りとも言うので、まず道がないとまちづくりができない。 

Ａ：駅東地区を宅地にすれば保水力が落ちるため、排水をどうするかを解

決せねばならないし、解決しなければ開発はできない。今後事業化の検

討が進められていくと聞いているので、議会としても見守っていきた

い。 

 

Ｑ：市文化財保護条例の登録に関する条例改正の議案があった。これまで

対象でなかった指定外の文化財についても市が補助して大切にしてい

こうという趣旨だが、遅きに失したと感じる。街並み保存に役立つ動き

ではあるが、既に多くの歴史的に貴重な住宅などが失われた。スピード

感を持って取り組んで欲しい。 

Ａ：本市は京都市に次いで文化財が多いものの、保存が追い付いていない

状態だ。今後はこの条例改正を受けてより柔軟に保護していくという方

向性で、質問者の意図にも叶うと思う。 

 

Ｑ：木津川市は何に重きを置いているのか。高齢者それとも若者または子

どもや子育て世代なのか。教えて欲しい。また、税収を増やす工夫をし

ているか。支出を減らす努力は。予算配分も含めて議会で是非を審議し

ているか。また、これは報告会なので報告を受けるしかない。事前確認

会にして欲しい。 

Ａ：本市は子育てしやすいまちを目指している。税収増については、人口

が増えていたので税収も増加をしていた。企業誘致もやっているが、用

地がなくなってきているので、工業団地の開発を新たに手掛けている。

ふるさと納税については当初２千万円くらいだったのが２億円くらい

に増加はしている。支出の抑制は職員数の適正化ということで削減を進

めて経費の削減をしてきた。しかし、国の賃上げ方針もあり、人件費が

上がってきていること、会計年度任用職員の処遇改善でボーナスが支給

等で人件費は増加しているのが現状。更には、消防や病院や介護保険な

どに対して補填することもある。病院は今大きな赤字がある。こういっ

た理由から自由になるお金が少ない。議会で審議する前の事前確認会の

件については、日程的な事もあり、市民の声を聞くことは、議員が担う

べきだと考えている。今後はネットやラインなどを駆使して市民の声を

聞くことを検討していきたい。 



 
 
 上記のとおり、報告します。 
 

令和８年６月２４日 
 
木津川市議会議長 柴田 はすみ 様 

 
                  令和８年度第１回議会報告会 

 
第２班 代表者 森本 隆 

質問・要望等

で行政側へ報

告すべき内容 

〇難聴の高齢者に補聴器購入の補助をして欲しい。 
〇指定外文化財の登録を急いでほしい。 
〇指定ごみ袋の値下げをして欲しい。 
〇きのつバスにおいて高齢者の運賃を１００円にして欲しい。 
〇市長は市民の活動に気軽に参加して欲しい。 

そ の 他 

特 記 事 項 

議会に対する要望 
〇議会報告の時に総合計画の概要版を配布してはどうか。 
〇報告会ではなく事前確認会を開いて欲しい。 
〇議員報酬は決して高くないし、むしろ低い方だ。議会で話し合って引き

上げてはどうか。 


